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気 象 庁 

 

震度観測点の地震情報への活用停止等について 

 

気象庁では、平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震発生以降、震度５強以上

が観測された震度観測点を対象に点検・調査を実施しているところです。本日までの

結果は以下の通りです。 

 

１．現地における震度計の点検結果 

ひび割れや傾きなどの異常が認められ、震度観測が適切に行われない状態となっ

ていると判断した観測点は以下のとおりです。 

観測点名           所属機関         状態(別紙に写真)  

奥州市
おうしゅうし

胆沢区
い さ わ く

(岩手県)     地方公共団体  震度計台と地盤との間に隙間、震度計台の傾き 

栗原市
くりはらし

志波姫
し わ ひ め

(宮城県)     地方公共団体 震度計台周辺に亀裂 

二本松市
に ほ ん ま つ し

針
はり

道
みち

(福島県)     地方公共団体  周辺地盤のひび割れ、震度計台の傾き     

須賀川市
す か が わ し

岩瀬
い わ せ

支所
し し ょ

(福島県) 地方公共団体  周辺地盤の陥没、震度計台の傾き     

常陸太田市
ひ た ち お お た し

金井町
かないちょう

(茨城県) 地方公共団体  震度計台周辺に亀裂 

 これらの観測点では、平成 23 年（2011 年）東北地方太平洋沖地震の強い揺れの

影響により異常が発生したと考えられます。このため、地震情報への活用を停止す

るとともに同地震以降(本震含む)に観測された震度は欠測扱いとします。 

 
２．設置環境調査結果 

３月 11 日から 31 日までに発生した地震について、観測された計測震度と周辺の

観測点の計測震度との比較調査を行いました。その結果、計測震度の差が 0.5 を超

えており、震度階級で２階級の差となる場合があるなど、震度が周辺に比べ過大に

観測されていると判断された観測点は以下のとおりです。 

観測点名        所属機関        計測震度の差  

鉾田市
ほ こ た し

当間
と う ま

(茨城県)   防災科学技術研究所       0.73                

 上記観測点は、震度計の設置状況には異常が認められないため、震度観測自体は

正常に行われていると考えられますが、地域代表性という観点から、防災対応のト

リガーとして使用するのは不適切と判断し、地震情報への活用を停止します。 
 
今後も点検・調査を継続し、適切に震度観測ができない等、問題のある観測点が

認められた場合は、同様の措置とします。 
 

本件問い合わせ先：気象庁地震火山部地震津波監視課 （03-3212-8341(内 4542）) 



 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

○常陸太田市金井町 

○二本松市針道 

震度計台が設置された植え込み側の地盤が、西側

（右方向）のアスファルト面に対して下がり、段差

ができた。震度計台が東側（左方向）に傾いた。 

○栗原市志波姫 ○奥州市胆沢区 

震度計台周辺の地盤に多くの亀裂ができた。 

震度計台周辺の庁舎及びコンクリートに亀裂 
震度計台と地盤との間に隙間ができ、震度計台

が西側（右方向）に傾いた。 

震度観測点の被害状況 
（別紙） 

○須賀川市岩瀬支所 

震度計台と庁舎間の地盤が陥没し、

震度計台が南側（上方向）に傾いた。 


